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（医療職員（病院看護師））

夏季（6月） 冬季（12月） 計
％ ％ ％

51.7 47.2 49.4

％ ％ ％
査定支給分（勤勉相当）
（平均）

48.3 52.8 50.6
％ ％ ％

         最高～最低 52.9～42.7 57.9～46.1 55.6～44.4
％ ％ ％

56.5 54.0 55.2

％ ％ ％
査定支給分（勤勉相当）
（平均）

43.5 46.0 44.8
％ ％ ％

         最高～最低 46.1～40.6 48.4～42.5 47.3～41.9

３ 給与水準の妥当性の検証等

事務・技術職員

区分

管理
職員

一律支給分（期末相当）

一般
職員

一律支給分（期末相当）

対国家公務員
指数の状況

（参考）対他法人   95.9

（法人の検証結果）
【国からの財政支出について】

支出予算の総額に占める国からの財政支出の割合 25.7％
（国からの財政支出額 14,735百万円、支出予算の総額 57,255

  百万円：令和４年度予算）
【検証結果】

本学における国からの財政支出額は100億円を上回っているが、
   対国家公務員指数は100未満であり、累積欠損もないことから、
   適正な給与水準であると考えられる。

（文部科学大臣の検証結果）
法人の職員の給与水準は、職務の特性や国家公務員、民間企業の従業員
の給与等を勘案し、設定の考え方を明らかにすることが求められており、国
家公務員と比べて給与水準が高い法人は、その合理性及び妥当性につい
て、説明責任を果たすべきこととされている。（独立行政法人改革等に関す
る基本的な方針（平成25年12月24日閣議決定））
当該法人は、国家公務員の給与等を総合的に勘案したうえで、職員の給与
水準を設定しており、法人における給与水準の妥当性の検証結果から、適
切な対応が執られていると考える。引き続き、適切な給与水準の設定に努
めていただきたい。

講ずる措置

・年齢・学歴勘案 82.9

・年齢勘案 83.2
・年齢・地域勘案 91.4

項目

給与水準の妥当性の
検証

内容

・年齢・地域・学歴勘案 91.4

国に比べて給与水準が
高くなっている理由

対国家公務員指数ならびに参考指数はいずれも100以下であり、文部科
学大臣からの検証結果も適正であるということから、今後も適正な給与水準
の維持に努める。
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